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研究成果の概要（和文）：本研究では，様々な事象について簡潔に要約した解説映像を自動編集することを目指
した．具体的には，ソーシャルメディア上の画像・映像や投稿を用いた解説映像の自動編集に関する方法論を確
立することを目的として，時事問題（ニュース），料理（調理），人物（訃報），都市（旅行・観光），絵巻物
の5つのドメインに特化して，「シナリオ活用型」及び「シナリオ生成型」自動編集手法の実装及びそのために
必要な要素技術の開発に取り組んだ．各ドメインにおいて，そのドメインならではの応用をふまえて，提案する
方法論の有効性を示した．

研究成果の概要（英文）：In this research, we aimed to automatically edit explanatory videos that 
summarize various events in a concise manner. Specifically, we focused on five domains: current 
affairs (news), cuisine (cooking), people (obituaries), cities (travel and tourism), and historical 
picture scrolls, in order to establish a methodology for automatic editing of explanatory videos 
using images, videos, and posts on social media. For each domain, we have developed a scenario-based
 and scenario-generating automatic editing method and the necessary elemental technologies. In each 
domain, we demonstrated the effectiveness of the proposed methodologies based on the applications 
unique to each domain.

研究分野：マルチメディア情報処理
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
ディジタルカメラやスマートフォンをはじめとするカメラ付き携帯情報端末等の普及により，誰でも画像・映像
を気軽に撮影できるようになって久しい．また，Web上でこれらを気軽に公開できるようにもなった．しかし，
編集作業は煩雑であることから，未編集のものが大半である．「百聞は一見に如かず」と言われるように，ある
事象について把握する際に，文字・音声情報よりも画像・映像情報の方が分かりやすいとされる．一方で，見る
べき画像・映像が大量にある場合には，編集されて簡潔に要約されていなければ，分かりやすいとは言えないと
いう問題がある．本研究成果を活用することで，画像・映像を気軽に編集できるようになると期待される．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 

 
１．研究開始当初の背景 
ディジタルカメラ等の普及により，誰でも画像・映像を気軽に撮影できるようになって久しい．
また，Web 上でこれらを気軽に公開できるようにもなった．しかし，編集作業は煩雑であること
から，未編集のものが大半である．「百聞は一見に如かず」と言われるように，ある事象につい
て把握する際に，文字・音声情報よりも画像・映像情報の方が分かりやすいとされる．一方で，
見るべき画像・映像が大量にある場合には，編集されて簡潔に要約されていなければ，分かりや
すいとは言えないという問題がある． 
 
２．研究の目的 
以上の背景をふまえて，本研究では，様々な事象について簡潔に要約した解説映像を自動編集す
ることを目指した．具体的には，ソーシャルメディア上の画像・映像を用いた自動編集の方法論
を確立するとともに，対象ドメインを特化して応用をふまえた実装を行うことにより，その有効
性を検証することを目的とした． 
 
３．研究の方法 
本研究では，ソーシャルメディア上の画像・映像や投稿を用いた解説映像の自動編集に関する方
法論を確立することを目的として，以下の課題を設定して取り組んだ． 
【課題 1】映像自動編集に関する方法論の確立： 
（1）「シナリオ活用型」映像自動編集：既に存在するシナリオに基づいて，ソーシャルメディア
上の画像・映像を検索することで，素材となる画像・映像を収集するための方法論の確立に取り
組んだ． 
（2）「シナリオ生成型」映像自動編集：ソーシャルメディアへの投稿を分析してシナリオを自動
生成する方法論の確立に取り組んだ． 
【課題 2】シナリオの記述と画像内容の整合性を考慮した映像要約手法の確立： 
具体的には，〔ドメイン 1〕時事問題，〔ドメイン 2〕料理，〔ドメイン 3〕人物，〔ドメイン 4〕都
市，の 4 つのドメインに特化して，各対象ドメインにおける応用をふまえた自動編集手法の実装
を通じて各課題に取り組み，提案する方法論の有効性を検証した． 
 
４．研究成果 
ドメイン毎に研究成果をまとめる． 
（1） ドメイン 1：時事問題 

ニュース映像を対象とした「シナリオ抽出型」映像自動編集に取り組んだ． 
この課題に先行して，膨大なニュース映像群から，トピックスレッド構造と呼ばれる時
系列意味構造を解析する手法を提案した［Ide et al. 2012］．本研究では，この構造の
うちの一本の「トピックスレッド」をシナリオとみなして，ニューストピックに関する
要約映像の自動編集に取り組んだ．その際に，ニュース映像固有の特徴として，アナウ
ンサによる発話内容と画像内容の不整合が問題になる．本研究ではこの問題の解決に重
点的に取り組み，ニュースストーリ内で，発話内容と最も整合するショットを抽出する
手法を提案した． 
具体的には，まず，ニュース映像中に出現する事象の「視覚的コンセプト（Visual 
Concept；VC）」の検出をした．次に，各ショットに現れる VCと，文字放送字幕の形で映
像に付随する音声書き下しテキストとを照合し，ニュースストーリ内で，重要文と最も
良く整合するショットを抽出し，音声を入れ替える． 
被験者実験において，提案手法により加工したショットを素材として用いて編集したニ
ューストピックに関する要約映像を評価したところ，その有効性が示された． 
 

（2） ドメイン 2：料理  
調理映像を対象とした「シナリオ活用型」映像自動編集に取り組んだ． 
この課題について，料理レシピをシナリオと見なした映像自動編集手法を既に先行して
確立していた［Hayashi et al. 2013，道満 他 2011］が，その際に問題となっていた，
以下の 2 つの問題の解決に取り組んだ． 
①調理履歴映像中の調理動作の識別 
調理の様子を記録した調理履歴映像を対象として，その要約を考える際に，調理動作の
識別が重要である．しかし，様々な食材が対象になること，また無意味な動きも多く含
まれるなかで，正確な動作識別は困難である．本研究では，これらの影響を受けにくい
と考えられる視線に注目し，視線遷移と瞬きの時系列パターンの学習により，調理動作
をより正確に識別することに成功した． 
②魅力的な料理画像の検索方法 
料理レシピ中の調理手順に対応する画像・映像をソーシャルメディア上から収集して映
像を生成する際に，ソーシャルメディア上の画像・映像の品質の問題がある．特に料理



を対象とする場合，その応用を考えると，極力魅力的（美味しそう）に見えることが重
要である．本研究この観点から，魅力的な料理画像の検索方法に取り組んだ．本研究で
は，様々な撮影角度，大きさ，位置が魅力度及ぼす影響を定量的に調べ，［0,1］の範囲
で数値化する手法を提案した．また，撮影条件が異なる料理画像を見比べる際の視線の
停留点の分布を分析したところ，料理毎に重要となる食材領域が異なることが示唆され
た． 
 

（3） ドメイン 3：人物 
訃報映像を対象とした「シナリオ活用型」映像自動編集に取り組んだ． 
具体的には，人物の生涯に関する構造化された情報源として，DBpedia 中の経歴に関す
る記述をシナリオとみなして，ウェブ上の画像・映像を組み合わせることで，訃報映像
を自動編集する手法を提案した．この際に，DBpedia 中の記述と最も整合する画像・映
像を選択する必要があるため，画像特徴及び含まれる VC に基づいて，検索結果を代表
する画像を選択する手法を提案した．その結果，上位の画像を選択するよりも，DBpedia
中の記述により整合した画像を選択できるようになった． 
 

（4） ドメイン 4：都市 
撮影日時・位置情報付き画像を対象にした，「シナリオ生成型」映像自動編集に取り組ん
だ． 
本研究では，都市を舞台とした旅行・観光に関する映像の自動編集を想定したシナリオ
生成に取り組み，そのための基礎技術として，ある地域で撮影された画像中に含まれる
事象の類似度に基づいて時空間的な類似地域の抽出方法を提案した．具体的には，撮影
日時・位置情報付き画像を時空間クラスタリングし，クラスタ内に含まれる画像から抽
出した VC の分布の類似度をクラスタ間の類似度と定義した．これにより，多くの人が
注目する対象の種類によって，地図上で地域を分類して色分けすることができるように
なる．このようにして時空間的な類似地域を検索するためのインタフェースを図 1 に示
す． 
この技術を応用することで，将来，旅行・観光に関する映像を編集する際の画像・映像
選択時に，特定の地域を選択的に含めたり，あるいは満遍なく含めたりすることができ
るようになる． 
 

これらに加えて，以下のドメインにおいても，「シナリオ活用型」映像自動編集を適用できる可
能性があることが分かったため，追加で取り組んだ． 
 
（5） ドメイン 5：絵巻物 

我が国には，古来，「絵解き」と呼ばれる文化が広く普及していた．主に仏教絵画を指示
しながらその内容を分かりやすく物語る行為である．近年，伝承者が減少していること
に伴い，この文化が途絶しようとしているなか，そのディジタル化及び先端技術の導入
による魅力度の向上が望まれている．本研究では，民俗学者らと協力して，携帯型情報
端末を用いたディジタル絵解き支援・再生インタフェース（図 2）を実装し，実際に国
内外で実演を行ったところ，好評を博した． 
 

 

 

図 1：時空間類似地域検索インタフ
ェース 

図 2：ディジタル絵解きの様子（2018 年 11 月，於：南
砺市城端伝統芸能会館「じょうはな座」） 

 
更に，以上の課題について検討するなかで，たとえば，〔ドメイン 1〕において VC とテキスト内
容の整合性を考える際に，視覚的多様性の定量化という基礎的かつ本質的な課題の解決が重要
であることに気づいた．この課題に関して，心理言語学の概念である「心像性（Imageability）」に
着目し，当初計画に加えて，以下の課題に取り組んだ．ここで，心像性とは，「心的イメージの喚起
しやすさ」のことである ［Paivio et al. 1968］． 



 
（6） 語の心像性推定 

従来，心像性は主に被験者実験により人手で定量化され，辞書の形で提供されるものであっ
た．しかし，辞書を構築する手間の大きさから，新語をはじめとする辞書に収録されていない語
の扱いが実応用上の障害になっていたため，辞書に収録されている語の心像性を真値として
学習することにより，その自動推定手法を開発した．この際に，画像特徴だけでなく，言語特徴
として，fastText による単語特徴 ［Mikolov et al. 2018］ と，独自の発音特徴を加えて学習する
ことで，より精度良く推定できることを示した． 
 

（7） 心像性の度合を制御した画像キャプショニング 
語の心像性を考慮した実応用として，画像キャプショニングにおいて，生成するキャプションの
心像性を制御する方法を開発した．具体的には，Microsoft COCO データセット ［Lin et al. 
2014］ 中に含まれる多数のキャプションを対象にして，単語概念辞書 WordNet ［Miller 1995］ 
を用いたデータ拡張を行ったうえで，課題（6）の技術に基づいて心像性を計算して真値として
付与し，（画像，キャプション，心像性スコア）の 3 つ組を学習データとして，与えられた画像及
び心像性スコアからキャプションを生成する End-to-end なキャプション生成モデルを学習した．
Bidirectional Encoder Representations from Transformers（BERT）モデル ［Devlin et al. 2018］ 
を用いた Imageability-aware BERT（IaBERT）法を実装した．Amazon Mechanical Turk（AMT）
プラットフォーム上で実施した，200 名を超える参加者による評価実験の結果，提案手法により
生成した心像性度合の高低と実験参加者による評定の間に 0.703 という高い値の順位相関係
数が得られ，提案手法の有効性が示された． 
この技術を用いることにより，利用目的に応じて必要な度合の心像性をもったキャプションを生
成できるようになる．表 1 に，様々な心像性度合を指定して提案手法により生成したキャプショ
ンの例を示す． 
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表 1：さまざまな心像性度合をもつキャプションの例 

入力 出力 
画像 心像性度合 キャプション 

 低 
 

Organisms are walking on a busy street in between 
buildings. 

中 
 

A number of people walking down a region street. 

高 
 

A busy city street with traffic buildings and people. 
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